































































































































引き続き、 1952-3年に Bohr-Mot telsonの統一模型です。 Bohrが出した模型を、当時存在した
あった原子核実験データー分析に適用して、実証的に正しい模型であることを示したのが、当時、米
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の特別許容遷移の寿命は logft ^' 3.0に対して中重核での許容遷移は、おおよそ logft = 4.5 "-J 5.5) 
となることを理論的に説明ができるのではなし、かと考えたのでした。





我々が最初に見いだした実験の論文は、英国の Harwell研究所で行われた 143MeV陽子の (p，
n)反応で前方 00 方向の中性子を測定しての残留核の励起関数の結果を纏めた Nuclear Physics 30 
(1962)の論文です。藤井さんの論文紹介で、長い論文を紐解くと、やっと最後の段落に「重い核、 Cu，






































[1-d-t4吾u4BIjL i，-怯E.，ι 吋弘 m
e~恥〉
ご二二七二ご 占昆
Ilq量 e SJ吋 よプ争てて 主婦t;)
Jf覧 I{粍 7























































































































のα_12Cではエネルギー差は3.4MeVですが、 20Neのα_160では 5.2MeVです。 αクラスター構
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でかなり大きな量になります。ここでも αクラスター構造の発展の程度は、 160 (α_12C)の場合の
方が 20Ne(α_160)に比して大きいことになります。
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ことです。 α_12C の正負ノミリティの Kπ=0干回転帯及びα_160の負パリティ Kπ=0一回転帯に共
通することとして「α崩壊関値エネルギーの近傍に存在するJことが満たされています。更に、 12C







































ました。“Alpha-LikeFour-Body Correlations and Molecular Aspects in Nuc1ei"と題して、 Prog.
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scopic Methods for the Interactions between Complex N uclei"と題して Prog. Theor. Phys. 
Suppl. No.58 (1977)に総合報告が行われました。そして、“ComprehensiveStudy of Structure of 

































に微視的な (α+x + A; x =n， d， t，α等)三体クラスター型による軽いハイパー核の構造解析を行っ
たのです。それを含めてのその間の研究成果を“Structureof Hypernuclei"と題して Prog.Theor. 
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国慶:矢崎先生の話にあるかもしれませんけれども、もちろん、 oneboson exchange potentialとい
うことで、 1960年代は構成されているというのもありますし、 oneboson exchange potential 
だから、 couplingconstantが非常に強いので、本当にoneboson exchangeでいいのかという
話もあります。もう 1つは、対称性から絞っていって、核力を、 onepion exchange potential 
tailは入れて、それはそのままで、それからレンジ以降はシンメトリーで核力を分類した後、
パラメーターをphaseshiftから決めていくということをしたのだそうです。それが QCD、あ
るいはカイラノレ対称d性への深い意識というのがあって、 1980年代、 1990年代以降は、また別
の展開があったということです。
まだあると思いますけれども、続きがありますので、どうもありがとうございました。
photo 01 池田，矢崎，坂東，大久保
-279-
